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25

省
エ
ネ
難
し
く

技術で
末

室
温
で
正
確
な
抵
抗
値
検
出

ナ
ノ
水
素
セ
ン
ザ
ー

範
囲
が
広
い
水
素
セ
ン
サ

ー
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ

ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
水
素

セ
ン
サ
ー
が
実
用
化
さ
れ

て
い
る
が
、
多
く
は
ガ
ス
ッ
プ
電
極(N
G
E
)
の
造
の
違
い
を
示
し
て
い
感
度
を
示
し
た。

こ
の
抵
~

の
検
出
感
度
を
向
上
さ
せ
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
ナ
ノ
水
素
セ
ン
サ
ー
抗
差
は
、
写
真
中
の
丸
印
~

る
た
め
に
測
定
時
に
セ
ン
る
。
こ
の
技
術
を
使
っ
は
電
子
顕
微
鏡
写
真
に
示
で
示
し
た
白
金
(
P

t
)
従
来
の
半
導
体
式
ガ
ス
[

サ
ー
部
分
を
2
0
0度
C
て
、
ナ
ノ
材
料
の
物
性
測
す
よ
う
に
、
高
さ
1
.
1
電
極
と
チ
タ
ン
酸
化
物
セ
ン
サ
ー
は
、
酸
化
物
を
i

以
上
で
加
熱
し
て
お
り
、
定
や
6
0
0度
C
で
も
動
戸
店
、
横
2
0
月
店
し
か
な

(

T

i
o
x
)

の
接
合
部

5
0
0度
C
以
上
で
焼
成
一

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
が
難
し
く
不
揮
発
性
メ
モ
リ
ー
な
い
。
室
温
で
1
％
の
水
素
付
近
に
水
素
が
接
触
し
た
し
、
結
晶
性
を
改
善
さ
せ
i

い
。
室
温
で
の
検
出
を
目
ど
の
電
子
デ
バ
イ
ス
の
研
の
検
出
時
に
抵
抗
が
1
0
万
時
に
発
生
す
る
電
流
の
変
る
こ
と
が
一
般
的
だ
。
し
一

指
し
、
ナ
ノ
溝
造
や
ナ
ノ
究
を
進
め
て
い
る。分

の
1

以
下
に
な
る
高
い
化
を
反
映
し
て
い
る
。

か
し
、
開
発
し
た
ナ
ノ
水
~

材
料
を
利
用
し
た
感
度
の
素
セ
ン
サ
ー
は
電
極
間
隔
~

、
電
極
間
隔
1
戸

向
上
が

期

待

さ

れ

て

し

が

狭

い

た

め

、

結

晶

性

の

i

る
。

機
能
性
酸
化
物
を
用
い
改
善
が
な
く
て
も
セ
ン
サ
百
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産

業

技

術

総

合

研

究

所

た

半

導

体

方

式

の

ガ

ス

セ

ー

の

抵

抗

値

を

正

確

に

検

つ

。

今
後
は
水
素
以
外
に
も

脱

炭

素

社

会

の

キ

ー

テ

（

産

総

研

）

で

は

、

最

小

ン

サ

ー

に

こ

の

技

術

を

適

出

で

き

る

。

こ

の

た

め

焼

こ

の

セ

ン

サ

ー

の

構

成

検

出

で

き

る

ガ

ス

の

種

類

ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
水
で
原
子
数
個
分
の
1
戸
討

用

し

、

ナ

ノ

メ

ー

ト

ル

サ

成

プ

ロ

セ

ス

を

省

略

で

は

、

す

で

に

実

用

化

さ

れ

を

増

や

し

、

多

様

な

災

害

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
（
ナ
ノ
は
1
0
億
分
の
1

)

イ

ズ

の

水

素

セ

ン

サ

ー

を

き

、

製

造

時

の

エ

ネ

ル

ギ

て

い

る

機

能

性

酸

化

物

を

の

防

止
に
つ
な
が
る
正
確

が

提

唱

さ

れ

て

い

る

。

し

を

下

回

る

間

隙

（

か

ん

げ

実

現

し

た

。

図

は

、

従

来

ー

消

費

を

節

約

で

き

る

。

用
い
た
抵
抗
変
化
型
不
揮
で
安
価
な
マ
ル
チ
ガ
ス
セ

か
し
、
水

素

は

空

気

中

で

き

）

幡

を

持

つ

ナ

ノ

ギ

ャ

の

ガ

ス

セ

ン

サ

ー

と

の

構

こ

れ

は

、

同

一

基

板

上

へ

発

性

メ

モ

リ

ー

(
R
e
R
ン
サ
ー
と
し
て
の
活
用
を

の
爆
発
限
界
が
混
合
比
4

の
並
列
作
製
に
と
っ
て
も

A
M
)
に
類
似
し
て
お
巨
指
し
、
研
究
開
発
を
進

1
75％
と

広

い

た

め

、

安

有

利

な

点

で

あ

り

セ

ン

サ

り

、

実

用

化

に

向

け

た

研

め

て

い

き

た

い

と

考

え

て

全

な

水

素

利

用

に

は

測

定

ー

の

小

型

化

に

も

役

立

究

に

つ

な

が

っ

て

い

る

。

い
る
。
（
木
曜
日
に
掲
載
）

⑭ 
ー産J1J•Illの挑戦一

半導体式ガスセンサーの中核部位

ナノ構造利用 従来構造

巴9
9, 

酸
化
物
焼
成
な
し

産総研デバイス技術研究
部門エマージングデバ
イステクノロジー研究
グループ研究グループ長

内藤泰久

学生時代から 「原子一つ単位の
霰則を巨指した研究を一貫して
仁っています。産総研では、デバ
イスヘの応用を巨指し、独自のN
GE作製法を開発しています。今
後は、今回のガスセンサー以外の
領域においても、実用化研究につ
ながるナノ電子素子を開発したい
と思います。
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